
　
今
か
ら
３
６
０
年
前
の
１
６
５
７（
明
暦

３
）年
、
小
松
に
隠
居
し
て
い
た
加
賀
前
田

家
三
代
前
田
利
常
公
に
よ
っ
て
、
小
松
天

満
宮
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
松
天
満
宮
は
、
小
松
城
と
金
沢
城
を

結
ぶ
１
本
の
直
線
上
に
立
地
し
、
小
松
城

さ
ら
に
は
加
賀
藩
を
守
る
た
め
、
小
松
城

の
鬼
門
の
方
角（
北
東
方
向
）、
な
お
か
つ

金
沢
城
の
裏
鬼
門
の
方
角（
南
東
方
向
）に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
鬼
神
が
支
配

す
る
鬼
門
と
そ
の
対
を
な
す
裏
鬼
門
の
方

角
は
、
不
吉
で
忌
む
べ
き
方
角
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
鬼
門
・
裏
鬼
門
の
守
り
と
し

て
造
営
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
祭
神
と
し
て
は
、
利
常
公
が
祖
先
神
と

し
て
崇
敬
し
て
い
た
菅
原
道
真
公
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
９
３
７（
昭
和

12
）年
に
は
利
常
公
を
祀
る
小
松
神
社
が
金

沢
の
尾
山
神
社
か
ら
小
松
天
満
宮
に
遷う

つ

り
、

合
わ
せ
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
松
天
満
宮
の
初
代
別
当
に
は
、
連
歌
の

第
一
人
者
と
し
て
名
声
の
あ
っ
た
能
順
が
京

都
北
野
天
満
宮
か
ら
招
か
れ
、
約
50
年
間
に

わ
た
り
当
時
の
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
京
都

と
加
賀
小
松
の
文
化
交
流
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。
能
順
に
接
し
た
小
松
の
町
人
か
ら

は
、
俳
諧
や
茶
道
を
嗜た

し
なむ
と
と
も
に
、
連
歌

の
道
に
も
秀
で
た
越え

ち
ぜ
ん
や

前
屋
歓か

ん
し
ょ
う生の
よ
う
な
文

化
人
が
登
場
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
６
８
９（
元
禄
２
）年
に
は
松
尾

芭
蕉
が「
お
く
の
ほ
そ
道
」の
旅
の
途
中
で

小
松
を
二
度
訪
れ
ま
し
た
が
、
二
度
目
の
小

松
来
訪
で
は
、
能
順
と
芭
蕉
と
の
出
会
い
が

実
現
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
小
松
天
満
宮
の
社
殿（
本
殿
、
石
の
間
、

幣
殿
及
び
拝
殿
）と
神
門
は
、
加
賀
藩
の
名

工
・
山や

ま
が
み上
善ぜ

ん
え
も
ん

右
衛
門
嘉よ

し
ひ
ろ廣
を
棟
梁
と
し
て

建
て
ら
れ
、
現
在
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
松
天
満

宮
所
蔵
の
工
芸
品
で
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る「
琴き

ん
き棋
書し

ょ
が画
沈ち

ん
き
ん金
文ぶ

ん
だ
い台
・

花か
ち
ょ
う鳥
沈ち

ん
き
ん金
硯す

ず
り
ば
こ箱
」は
室
町
時
代
の
作
で
、

１
７
０
０（
元
禄
13
）年
に
霊
元
上
皇
か
ら

能
順
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

1
能
順
画
像（
小
松
天
満
宮
所
蔵
）

2
能
順
の
描
く
社
頭
風
景

3
新
装
し
た
ば
か
り
の
宝
物
館

【主な参考文献】
・黒岩重人(1987)「小松天満宮の創建に
ついて －陰陽五行の視点から－」『小松
天満宮だより －小松神社遷座50周年
記念号－』 小松天満宮社務所
・小松市教育センター（2006）『ふるさと
小松の人とこころ』
・小松天満宮等専門調査会(1986)『加賀 
小松天満宮と梯川 －小松天満宮等専門
調査報告書－』

小
松
城
の
鬼
門
を
守
る
神
社

　
東
に
は
霊
峰
白
山
を
望
み
、
梯
川
の
ほ
と
り
に
位
置
し
て
い
る
小
松
天
満
宮
。

小
松
の
歴
史
・
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
学
問
の
神
様
を
祀ま

つ

る
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
で
創
建
３
６
０
年
を
迎
え
る
節
目
に
、
小
松
天
満
宮
の
歴

史
を
た
ど
り
ま
す
。

文
化
の
城
・
小
松
城
と
歩
ん
だ
３
６
０
年
の
歴
史

小
松
天
満
宮
物
語
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現
在
小
松
天
満
宮
で
は
、
梯
川
の
治
水

対
策
の
た
め
、
境
内
を
現
位
置
で
保
存
す

る
形
で
川
の
流
れ
を
分
派
さ
せ
る「
分
水
路

方
式
」で
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
小
松
天
満
宮
を
含
め
た
文
化
財
の

保
存
と
、
河
川
・
道
路
・
街
並
み
の
整
備

が
一
体
と
な
っ
た
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の

ま
ち
づ
く
り
と
言
え
ま
す
。

　
改
修
計
画
決
定
か
ら
21
年
の
月
日
が
流

れ
、
工
事
は
完
成
に
向
け
着
々
と
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
３
６
０
年
の
歴
史
に
ま
た

新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
、
こ
れ
か
ら
も
小

松
天
満
宮
は
変
わ
ら
ず
こ
の
場
所
で
小
松

市
を
守
り
続
け
て
く
れ
ま
す
。

▶
平
成
25
年
に
社
殿
西
方
か
ら
前

方
に
移
築
さ
れ
た
能
舞
台

▲上空から見た小松天満宮（平成28年11月撮影）

▶
な
で
る
と
願
い
が
叶
う
と
言
わ

れ
て
い
る「
願
か
け
撫な

で
う
し牛
」

▶
神
門
に
彫
ら
れ
た
2
種
類
の

梅う
め
ば
ち
も
ん

鉢
紋
。
よ
く
見
る
と
北
側
と

南
側
で
形
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

南側

北側

連
歌
師
・
能
順
が

小
松
に
も
た
ら
し
た
影
響

貴
重
な
文
化
財
の

宝
庫

調
和
の
と
れ
た

ま
ち
づ
く
り

小松天満宮創建360年を迎えて 小松天満宮宮司　北畠能房
　小松城在城の加賀前田家三代前田利常公により当社創建の棟札が掲げられた１６５７
（明暦３）年から、今年は６回目の還暦の歳となります。
　これを記念し、平成の河川改修により移築されました能舞台において、能楽奉納と献花
式を執り行います。また、新装となった宝物館を公開し、能順の業績を中心に伝来の宝物
を展示します。
　郷土の歴史や、現代に生きる文化的伝統に親しむ良い機会となることを祈念しています。

能楽奉納…6月3日（土）13時30分～　献花式…6月4日（日）14時30分～
宝物館公開…6月3日（土）14時～ 16時、6月6日（火）9時～16時
※詳細は「小松天満宮ブログ」をご覧ください。
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